










要約

ムコ多糖症スクリーニングの有効性を評価するための指標として,生活の質(効用)による

評価が可能か否か,検討を行った。方法としては,評点尺度法(RS),時間得失法(TTO),基準

的賭け法(SG)を用いた。その結果,生活の質(死亡 0,健康 1)は,専門医による効用値(SG)を

見ると,MPS:IH(Hurler症侯群)0.55,MPS:IS(Scheie症侯群)0.97,MPS:ⅠⅠ(Hunter症侯群,

重症型)0,60,MPS:ⅠⅠ(Hunter 症侯群,軽症型)O.98,MPS:ⅠⅠⅠ(Sanfilippo 症侯

群)0.60,MPS:IV(Morqio 症侯群)0.97 であった。その他の方法では,一部の例外を除き,効

用値は比較的低い傾向を示していた。また,医学研究者による効用評価もこの結果と同様

な値を示していた。


